






































































































図 2　外側の内側への反転（Ingold 2011: 69）





























































































































































































































































































































































































































































































（ 1 ） インゴルドは特に触れていないが，invrse は，
論理学では「裏」と訳されるものであり，P なら
ば Q に対する，￢ P ならば￢ Q（P でないなら
ば Q ではない）という関係を指すもので，その
真理値はかならずしも維持されない。





















（ 5 ） 「メッシュワーク」という言葉は，ドゥルーズ
によるものではなく，アンリ・ルフェーブルから
借用されている（Ingold2011， 84）。




（ 7 ） インゴルドはここではなぜかユクスキュルの系
譜を継ぐものとしてハイデガーではなく，生命記
号論をあげている（Ingold 2018， 41）。
（ 8 ） 慣 例 に 習 い，Collected Papers of Charles 
Sanders Peirce. Vol. Ⅰ～Ⅷ， Harvard University 
Press， 1934-1958. の 巻 数 と パ ラ グ ラ フ・ ナ ン
バーであらわしている。
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